



























































































































































































①Stefano Tani, The Doomed Detective: The Contribution of the Detective Novel to Postmodern American and 














いる。次を参照； GerardGenette, Figures /II. Editions du Seuil, 1972, p.244。 ；ジエラール・ジュネッ
ト／花輪光・和泉涼一訳 『物語のディスクール一一方法論の試みj、水声社、 1985年、 275頁。



























⑮Saul Steinberg, The New World. Hamish Hamilton, 1965. なお、この図版は SaulSteinberg Foundation 
の許可を得て掲載したものである。





発表者は、 60年代・ 70年代の安部の小説は、 一般の推理小説の形式が転覆されている（あるいはパロ
デイ化されている）、例えば犯罪者と探偵が同一人格の相矛盾した要素になる、探偵の探している失
院者が探偵自身になってしまう、といった具合に、いわば自分自身を探求する推理小説であるといえ
る、と答えた。
中島国彦氏 （座長）は、この小説はこの方法が成功しているのか、それとも複雑すぎて空回りして
いるのか、と尋ね、発表者は、私自身は楽しんで読めた （一回では理解できず、何度も読むと、読む
たびに変化する）ので大成功だと思うが、多くの批評家たちは成功していないと言っている、と答え
た。
松村雄二氏は、私小説を否定する戦後派の旗手として登場した安部が、反私小説をも超えた方法を
用いていて、我々普通の小説に馴染んだものには理解の範囲を超えている、このように作者が作品の
内部に自由に入ってしまうような作品の場合、最後に残る「作者＝安部公房」を何と呼べばいいのか、
と尋ね、発表者は、実験的な作者と言えるかもしれないが単に作者と呼ぶしかないだろう、と答えた。
中島氏は、そのような既成概念・様式を巧みに利用してパロデイー化することにより、物事の両義
性を読者に考えさせるのが安部の狙いであろう、「作者」をどう呼ぶか、というのはこれからの課題
である、とまとめた。
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